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生徒を主語にした学び 

戸畑高校では、Achieve your potential.戸高生一人一人の可能性を
最大化し、自らの人生を舵取りする力を育むために、「生徒を主語にした

学び」に取り組んでいます。 

一例として、今年度から九州大学と連携し、AI による英語発信力の自

動添削・評価プラットフォーム CLaLA を導入し、生徒の英作文に対する

即時的なフィードバックを行い、学習データを分析・検証するモデル校と

して県教育委員会の指定を受け、授業で活用しています。 

従来の授業では難しかった「全員へのきめ細かな添削」を AIが補い、

各自の英作文レベルや苦手傾向に合わせて瞬時に添削が可能となり、個

別最適な学びが実現しました。生徒は添削結果を見ながら、考えて修正

するため、自己調整力が養われます。また、相手が教師ではなくAIであ

るため、間違った英語を書くことへの心理的ハードルが下がり、失敗を恐

れずに試行錯誤できるようになりました。定型文の暗記に留まらず、自分

が伝えたい表現を主体的に深められるため、表現の幅が広がる楽しさを

実感し、生徒が主語の学びを展開しています。「提出して後日返ってくる」

というタイムラグがなくなり、その場でAIが教えてくれる体験に変わった

ことで、授業中の集中力が途切れず、何度も挑戦する好循環が生まれ、

学習意欲が高まっています。教師にとっても、蓄積されたデータから生徒

ごとの躓きを把握できるメリットがあります。全員の英作文を一斉に添削

する時間が削減された分、特に支援が必要な生徒への個別指導に時間

を割けるようになり、授業全体の質が向上しています。 
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手書きの英文を写真撮影するだけで認識し、自動添削・評価を行うこともできます 

また、学期末には「戸高スタイル」の保護者面談、「まなびプレゼン」を行

いました。自分が何を、なぜ、どのように学びたいかを、自分の言葉で、

保護者と担任に伝え、自らの人生を舵取りする力を身に付ける機会とし

ています。 

合わせて、しっかりとした考えの基盤となる着実な学力の伸長を図るこ

とも必要です。週末等の課題については、量や提出時期が適切であるか、

自分で先を見通して自分で考えて取り組むことができる課題であるか等

について検証を進めています。  

戸畑高校は「生徒を主語にした学び」を進め、生涯にわたって主体的に

学び続け、自らの人生を舵取りする力を育んでいます。 

 
 

 

 

 

 

 

 

カラーマッチ 

 ７月１６日(木)、北九州市立総合体

育館にて、体育大会の前哨戦となる

ブロック対抗のカラーマッチを実施し

ました。競技に、応援に、係の仕事に、

それぞれの場所で一生懸命な戸高生

の姿が輝いていました。 

 

 

 

 

    応援も白熱した綱引き 

 

野球全校応援 

７月１５日（水）、久留米市野球場に

て行われた全国高等学校野球選手権

福岡大会４回戦、祐誠高校との対戦に

全校で応援に臨みました。校歌、応援

歌に加え、歌手の冨永祐輔氏（５４回生）

制作の「栄光のファンファーレ」の大声

援が球場に鳴り響き、幾度も選手を

鼓舞しました。１１回まで粘りましたが、

惜しくも敗れました。３年生選手は「全

校応援が励みになり、今までで一番

楽しい試合でした」と清々しい表情で

感謝の言葉を伝えてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

  今日の一冊   『かよこ桜』 

 昭和２０年８月９日、原爆により亡くなった

林嘉代子さんのお母様は、平和への願い

を込めて桜の苗木を植えました。長崎市

に投下された原爆は、当初、小倉を目標と

していました。北九州市で 

は「嘉代子桜・親子桜」を市内 

の公園や学校に植え、平和 

の尊さを伝えています。 

と こう 
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